
平成13年国土交通省告示第1540号 仕様規定への適合状況票 

令和  年  月  日 

 

仕様規定 適合状況 

「否」が１つでも
あれば、許容応力
度計算が必要 

アンカーボルトの規定 【第３第二号】 適 ・ 否 

床根太間隔６５cm以下 【第４第三号】 適 ・ 否 

床版のくぎ打ち規定 【第４第七号】 適 ・ 否 

壁量（壁倍率）の計算方法 【第５第五号】 適 ・ 否 

耐力壁の隅角部、交さ部のたて枠本数が、 
２０４は３本以上、２０６は２本以上 

【第５第九号】 適 ・ 否 

頭つなぎを設ける 【第５第十一号】 適 ・ 否 

壁のくぎ打ち規定 【第５第十五号】 適 ・ 否 

たるき間隔６５cm以下 【第７第二号】 適 ・ 否 

小屋組のくぎ打ち規定 【第７第九号】 適 ・ 否 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 支持壁は鉛直荷重のみ負担、 

間仕切り壁は荷重負担しない壁 
 

仕様規定 適合状況 

「否」が１つでも
あれば、許容応力
度計算＋偏心率
≦0.15 計算が必
要 
 
※ルート３とな
る場合もある。 

床根太スパン８ｍ以下 【第４第二号】 適 ・ 否 

耐力壁線区画面積７２㎡以下  
（区画長辺/区画短辺≦２）  
※ 60㎡以下は長短比率の規定なし 

【第５第六号】 適 ・ 否 

耐力壁線間の距離１２ｍ以下  
ＬＸ、(Ｌ３＋Ｗ４)、(Ｌ４＋Ｗ５) ≦ 12ｍ 

【第５第六号】 適 ・ 否 

外壁交さ部の一方の耐力壁長さ９０cm以上 
 Ｗ３又はＷ４≧90ｃｍ  (又は交さ部補強) 

【第５第七号】※ 適 ・ 否 

開口部の幅が４ｍ以下  
Ｌ１、Ｌ２ ≦ ４ｍ 

【第５第十二号】 適 ・ 否 

開口率が３/４以下  
(Ｌ１＋Ｌ２)/ＬＸ ≦ ３/４ 

【第５第十二号】 適 ・ 否 

 
 
   建 築 主 
 
   建築場所 
 
   設 計 者                                             


